
令和７年度学校給食週間行事の推進事業  

 

実施要項 

 

１．目  的  学校給食週間では、学校給食の意義や役割を児童生徒や教職員、保護者、地域の方々の

理解と関心を深めるための機会とし、食育活動を推進する。また、全国で行われている食

育活動を収集して取り組み事例を作成する。それを全国の栄養教諭等が共有し参考にする。 

 

２．主  催 公益社団法人 全国学校栄養士協議会 

 

３．後  援 文部科学省 

 

４．全国学校給食週間 令和８年１月２４日（土）～３０日（金） 

 

５．実施場所 学校給食実施校及びその家庭、地域 

 

６．実施内容 ①学校給食週間中に行う児童生徒への啓発活動 

       ②学校給食に関しての保護者や地域の方々への広報活動 

       ③学校給食週間中の取組事例集の作成・発行（令和６年度分） 

④全国で行われている食育活動の収集（令和７年度実施分） 

        活動例：・食材や給食を作る人々への感謝の心を育てる取組 

            ・地元産食材の学校給食への活用充実を図る取組 

            ・児童生徒へ郷土愛及び生産と消費について理解を深める取組 

            ・個人個人が残食を減らすことを目指す取組 

            ・特色ある学校給食活動の紹介、学校給食を充実させるための広報活動 

            ・栄養教諭等と担任教諭等による特色ある授業の実施 

            ・地域と学校（給食センター）が連携した活動の取組 

            ・その他 学校給食に関わる取組 

 

       ＊①②の給食週間中の取組及び④は学校給食週間中に関わらず日頃からの取組の成果を

まとめる内容である。 

 

７．方  法  本事業の実施に当たっては、附属学校を置く各国立大学法人、各都道府県教育委員会、

各市区町村（政令都市を含む）教育委員会の指導と協力を受けて、学校・家庭・生産者等

の連携のもとに実施する。 

 

８．報  告  食育活動事例（様式１）または、学習指導案（様式２）をＡ４用紙３枚にまとめ、 

       各都道府県２例を令和８年２月２８日（土）までに事務局に送付する。 



９．提出方法 

 （１）提出物 

    様式１、様式２ともにＷｏｒｄの様式でＡ４用紙３枚とする。 

    様式は、本会ホームページ ⇒ 活動紹介 ⇒ 学校給食週間 より、各自ダウンロードする。 

 

 （２）提出方法 

    ＣＤ-ＲＷに報告内容を保存し、紙媒体とともに事務局へ送付する。 

 

 （３）提出期限  令和８年２月２８日（土） 

 

 （４）提出先   公益社団法人 全国学校栄養士協議会事務局 

          〒１５１-００５１  

東京都渋谷区千駄ヶ谷５丁目１５番５号 ＤＳビル １００５号 

TEL０３-６３８０-４３６０  FAX０３-６３８０-４３６３ 

 

 １０．作成上の注意点 

    ホームページ内の「様式１の書き方」「様式２の書き方」を参照すること 

 

 （１）文章のフォントは「ＭＳ明朝」、フォントの大きさは１０．５ポイントを使用する。 

文字、英数字は全角文字（二桁の数字や、英単語などは全角で表記）にする。 

（例） zengakuei00  ➡ＺＥＮＧＡＫＵＥＩ００ または ｚｅｎｇａｋｕｅｉ００ 

 

（２）読点は「、」を使用する。 

 

（３）文言の表記は、統一する。 

   （例）かたづける➡片付ける、みにつける➡身に付ける、きづく➡気付く 

もりつけ➡盛り付け、あじつけ➡味付け 等 

 

 （４）写真を挿入する場合は「高精細」で撮影する。また、写真データは製本印刷時に必要となる 

ため、報告書とは別にデーターフォルダを作成して保存、添付する。 

 

  （５）作成者は、誤字脱字がないよう点検し、管理職等に確認して頂いた後、都道府県代表者に提 

出する。 

 

（６）都道府県代表者は、内容を確認し、保存したＣＤ―ＲＷおよび紙媒体を事務局へ送付する。 

（ＣＤ－ＲＷには、Ｗｏｒｄ形式の報告書と写真データを別フォルダに保存する。） 

 

 


